


































































































































































































































































































































　　　見ている(M. Milnｅｒ，　ｏｐ.ｄz･, p. 227, 229)。ちなみに，フローベールの上
　　　記初期作品中の二作，『死者の舞踏』『スマール』に七大罪のアレゴリーが登
　　　場する(CHH, t. 11, p.444,547-549)。
　初稿『誘惑』で，人間の本質的欲望のひとつを各々体現する七大罪が，
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
アントワース誘惑を一時全く放擲して，自らの本性を存分に発揮し発展さ
せることのできない苦悩を口々に訴えるこの場面は，『誘惑』の母体とし
てのこれら神秘劇系列の初期作品群が《本来悪魔による現実世界糾弾の場
でありつづけたという特徴の痕跡》4）を最も鮮明に留める箇所であって，
フローベールはここでもまた，自らの文学の原点たるロマン派作品の思い
－310（77）－
　七大罪の礼拝堂攻撃が始まる。悪魔は『論理』を呼んで彼らに加勢
させ，そこへ更に『科学』が登場する（2）。自分を駆り立てて止まな
い，知識への果てしない欲望と夢を語る『科学』の長大な独白（3），お
よびその『科学』と七大罪の口論。次いで『科学』と『信仰』の葛藤
一一『論理』：《しかし『科学』は罪ではないぞ。七大罪の敵なのだ
からな。》『信仰』：《彼らすべてより更に悪いものだ。》-『信仰』
の衣の裾には『科学』があけた穴がある。悪魔は大罪たちをけしかけ
て一層激しく礼拝堂を襲撃させ，そのかたわら遂に自らも直接介入，
屋根に乗って瓦を剥ぎ始める（4）。壁にも突破口が開けられて彼らは今
にも侵入しようとし，アントワーヌの続ける祈りも空しく三対神徳は
次第に青ざめ，悪魔たちの吹き掛ける議論に口をつぐむばかりとな
る（5）。
－311（76）－
芦匹］
　　フローベール『聖アントワーヌの誘惑』
　　　　　　　研究ノート　㈹
　　　　　　　　　　　　　中條屋　進
　［Ⅱ・１］礼拝堂襲撃
　悪魔が哄笑と共に初めて《中世が想像した通りの》（1）その醜怪魁偉
な全貌を現わし，七大罪の悪魔たちに対してアントワーヌ誘惑の不手
際を咎め激しく叱責するー－《お前たちを皆地獄に閉じ込めて，あそ
この貪婪な欲望の炎で鞭打ち，衰弱し切ったお前たちに活を入れねば
なるまいぞ／（……）木々には赤い実が，牧場には心を溶かす花々が，
女の顔に微笑が，白刃に殺戮へ誘う魔力が，もう尽きてしまったとで
も言うのか。こんなことでは我らはキリストに嘲笑われょうぞ｡／何と
／皆揃って……たったひとりの人間を相手に／（…‥･）》　自分たちの
企てに常に『傲慢』が邪魔だてするのだと口々に悪魔に告げる，小悪
魔たちの非難とそれぞれに対する『傲慢』の反駁。次いで，大罪たち
は各々自分が抱える欲望を充足し得ない苦悩を悪魔に訴え，また『傲
慢』も胸に抱いていた蛇に顎を噛まれて叫び声を挙げ，仲間たちの揶
揄を買う。悪魔は彼らを宥めて和解させｰ一一《ああ，わたしにはお前
たちの苦しみがょく分かっている。わたしが血を分けた，わが苦悩の
落とし娘たちょ／》－アントワーヌが閉じ籠もる礼拝堂を一勢に襲
撃させょうと，大きな両翼を広げて彼らを中に抱え込む。
　その間，礼拝堂の中では『信仰』『希望』『慈愛』がアントワーヌ
を囲み，幼児にするように彼を慰め元気付けている。
　　　　　　　　　　　　－312（75）－
